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(5)残 された問題点

■〉 生産量増加の程度       2)適 正着果量の把握

2 リ ンゴわい性樹の台木長 (園試果樹部 )      i.  ,

( 1 ) 背景 とね らい

わい性台木利用によるツンゴわい化栽培は現在本県ではいこ26台 を主体にし、火山灰土壊な

ど伸びやすいところではM9を 用いるなど植栽予定の環境条件にあった台木を選択して来た。

植栽本数も早期生産をねらい、 125左 /10a前 後の密植我培を進められているが、同一台

木を定植 しても台木の長さにより、練品種の樹勢や結実性に差果がみられるようなので、地上

部、地下部の台本長について検討した結果、地上部の台木の長さによって、早期生産性なで連

いがみられ,たので参考に供する。

( 2 )技  術 ヽ内
:容

                 f

わい性樹の台木長は4?研 ぐらいの苫木を用い、10C″程度の浅植えにする。
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く3 )指 と尊 1の 留意 点

地力のない上検などぐイル ナ′)平"子 じ始 ,!名▼lユ lヽ先伸と解l、閉勢llll伊とはかる。ただし

この様な場合でも地 L部台木長は 20c″以下とならないよう注意する。

(岳)試 験成績 の概 要

1)試 験 課題 名  植 付時の台木の長さに関する試験

2)試 験年次、場所 昭 和 51年 4月～   岩 手園試固場

3 ) 試験 方 法

試 験 の 内 容

|~石百転
~~

| 一

一 二 一 一 ― ― ' 一 , 一 一  ‐

台 木

島4 2 6

″

″

イ`2 6

〃
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合
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２
　
２
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4 x 2 5 m

〃

″

X 2 5 m

″

〃

x 2 5 m

″

″

昭 5 0 年 4 月

″

″

昭 5 0 年 4 月

″

〃 ″

昭 5 o 年 4 月

″

昭 5 2 年 4 月

″

″

昭5 2 年 4 月

〃

接木年次 植付年次

スターキ ング

2 0

2 ( )

2 0

竺 __|
F召も274「

|
″
   J

4 ) 結果 の 要 約

(1)昭 和 52年 の植付当年はヽいずォtあ古木も植傷みの傾向がみられ、生育は分ったが、

そのうちでも地上部の台木が長いほど、ぉ、じ、スターキングとも生育が抑制され―てぃる

ようであった。続付け時の台木の深さの関係は判容としなか?た。      i

(り 2年 目では地上部台木長での生育はふじで幹周、新柚長なム 地上部10,>201″

>30筋 の傾向となり、結実樹率では地上部台木長の大きいほど高い傾向を示した。
ふじる班9の地下部台木長では、樹高、新措長下10">20あ >3 oc材でぁ?た。

伸)足 植3年目(昭54年)での樹の生育は、ふじ、スターキングともに樹高、樹容積、
幹周など10,>20切 >30c材 となり、地上部台本の長いほど穂品種のわい化傾向が
強からた。地下部台木長では、樹高(20あ >lo">8 oc″ となったが、簡容積、幹
周では10協 >20砕 >3 oc″ の傾向で、深植えほど生育が抑制された。

律)収 量では、ふじ、スターキングともた地上部台木長‐
3 ocで

が最1多 く、界積収逮でも
lQ、 20傷 の2倍量の多収であった。地下都台木長では浅植えほど多収となり、 10

">20">30銃 で深植えほど減収した。

8  o c死

2 0

1 0
|
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5)主 要成果の具体的データー

台木の長さと穂品種の生育
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昭 和 5 4 年
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